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編／日本の教育を考える10人委員会 

日本の義務教育はどうあるべきか！ 
各界の論客が大胆に提言。 

今、義務教育が危
ない！ 

―国民のライフラ
インを守ろう― 

・「教育は国民のライフラインである」をベースに 
　教育のグランドデザインを描く。 

・ 義務教育の課題、改革の方向性を具体的に示す。 

【
は
し
が
き
】
よ
り
 

　
一
九
九
七
年
五
月
、
イ
ギ
リ
ス
首
相
に
就
任
し
た
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
は
、
就
任
直
後
の
記
者
会

見
で
「
優
先
す
べ
き
政
策
を
三
つ
挙
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
記
者
の
質
問
に
答
え
て
、「
一
に
も
、

二
に
も
、
三
に
も
教
育
だ
」
と
答
え
た
。
こ
こ
日
本
に
お
い
て
も
、
九
〇
年
代
に
、
公
教
育
の

荒
廃
が
進
み
、
一
八
歳
人
口
の
学
力
は
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
低
下
し
た
。
こ
う
し
た
現
状
の
ゆ
え

ん
に
つ
い
て
深
く
考
察
す
る
こ
と
も
な
く
、
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
義
務
教
育
費
の
国
庫
負

担
制
度
の
改
廃
が
云
々
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
大
い
な
る
危
惧
の
念
を
抱

か
ざ
る
を
得
な
い
。
戦
後
日
本
経
済
の
奇
跡
的
と
も
い
う
べ
き
躍
進
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、

公
教
育
の
整
備
・
充
実
に
よ
る
一
八
歳
人
口
の
高
い
学
力
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
経
済
が

再
度
の
躍
進
を
か
な
え
る
た
め
に
も
、
公
教
育
を
荒
廃
か
ら
救
う
こ
と
が
何
に
も
増
し
て
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

　
日
本
の
教
育
を
考
え
る
１０
人
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
共
有
す
る
有
志
が
集

ま
り
、
義
務
教
育
へ
の
国
の
関
与
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
自
由
闊
達
に
討
論
す
る
場
と
し
て
、

二
〇
〇
四
年
に
発
足
し
た
。
こ
れ
ま
で
当
委
員
会
で
は
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
維
持

を
は
じ
め
、
義
務
教
育
に
お
け
る
地
域
格
差
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
、
義
務
教
育
に
過
度
の
市

場
原
理
主
義
を
導
入
し
な
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
て
き
た
。
本
書
は
、
日
本
の
教
育

を
考
え
る
１０
人
委
員
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
踏
ま
え
て
、
我
が
国
の
義
務
教
育
の
何
が
問
題

で
、
ど
の
よ
う
な
改
革
が
必
要
な
の
か
を
少
し
で
も
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
た
め
に
、
当
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
分
担
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。 

●

佐
和
隆
光
（
立
命
館
大
学
大
学
院
教
授
／
京
都
大
学
経
済
研
究
所
特
任
教
授
） 

●

市
川
昭
午
（
国
立
大
学
財
務
・
経
営
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
） 

●

尾
木
直
樹
（
教
育
評
論
家
／
法
政
大
学
教
授
） 

●

小
野
田
誓
（
元
社
団
法
人
日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
相
談
役
） 

●

片
山
善
博
（
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
教
授
／
前
鳥
取
県
知
事
） 

●

黒
崎
　
勲
（
日
本
大
学
教
授
） 

●

斎
藤
貴
男
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
） 

●

佐
藤
　
学
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
） 

●

樋
口
惠
子
（
評
論
家
／
東
京
家
政
大
学
名
誉
教
授
） 

●

藤
田
英
典
（
国
際
基
督
教
大
学
大
学
院
教
授
） 

●

渡
邉
光
雄
（
福
島
県
南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事
／
元
福
島
県
原
町
市
教
育
長
） 

【
日
本
の
教
育
を
考
え
る
10
人
委
員
会
】 
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■ 

義
務
教
育
は
将
来
へ
の
投
資
で
あ
る 

 

１
　
小
泉
首
相
は
日
本
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
か
　 

 

２
　「
排
除
」
さ
れ
る
者
の
い
な
い
社
会 

 

３
　
教
育
の
機
会
平
等
が
経
済
成
長
の
源
泉 

 

４
　
調
和
社
会
日
本
を
模
範
と
す
る
中
国 

 

５
　
教
育
の
地
域
間
格
差
は
人
材
の
浪
費 

 

６
　
教
育
は
「
国
家
百
年
の
計
」 

 

７
　
本
来
の
意
味
で
学
力
向
上
を 

■ 

教
育
の
機
会
均
等
が
奪
わ
れ
る 

 

１
　
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
光
景 

 

２
　「
偏
差
値
は
関
係
な
い
」？ 

 

３
　
教
育
改
革
が
教
育
の
機
会
均
等
を
破
壊
す
る 

 

４
　
日
経
連
の
リ
ス
ト
ラ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル 

 

５
　
誰
の
た
め
の
「
選
択
の
自
由
」
な
の
か 

■ 

学
校
の
危
機
と
再
生 

 

１
　
危
機
の
背
景 

 

２
　
経
営
概
念
の
転
換 

 

３
　
内
側
か
ら
の
改
革 

■ 

家
庭
と
学
校
、
親
と
教
師
の
信
頼
関
係 

 

１
　
は
じ
め
に 

 

２
　
家
庭
と
学
校
の
関
係 

 

３
　
家
庭
教
育
の
現
状 

 

４
　
家
庭
の
果
た
す
べ
き
役
割 

 

５
　
教
師
と
親
の
関
係 

 

６
　
教
師
に
望
む
こ
と 

 

７
　
教
員
免
許
更
新
制 

 

８
　
今
ど
き
の
大
学
生 

 

９
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携 

 

１０
　
教
育
再
生 

■ 

家
庭
教
育
、
地
域
と
学
校
の
在
り
方 

 

１
　
は
じ
め
に
　 

 

２
　
昔
の
家
庭
教
育
、
今
の
家
庭
教
育 

 

３
　「
子
ど
も
は
親
の
う
し
ろ
姿
を
見
て
育
つ
」
と
言
う
が
… 

 

４
　
二
一
世
紀
は
地
域
創
造
の
時
代 

 

５
　
改
革
が
地
域
を
崩
壊
さ
せ
る 

 

６
　「
命
を
大
切
に
す
る
教
育
」
を
　 

■
「
い
じ
め
問
題
」
は
教
育
の
原
点
で
あ
る 

 

１
　
は
じ
め
に
　 

 

２
　
い
じ
め
、
三
つ
の
ピ
ー
ク
期 

 

３
　
今
日
の
い
じ
め
―
「
第
三
の
ピ
ー
ク
期
」 

 

４
　
国
に
よ
る
い
じ
め
対
策 

 

５
　
お
わ
り
に 

■ 

教
職
員
と
学
校
を
取
り
巻
く
状
況 

    

―
義
務
教
育
の
崩
壊
を
招
く
環
境
変
化
と
要
因
― 

 

１
　
学
校
と
教
職
員
を
ど
う
捉
え
る
か 

 

２
　
教
員
免
許
更
新
制
を
め
ぐ
る
問
題
点
と
課
題 

 

３
　
変
わ
る
学
校
運
営
組
織
と
教
育
風
土
・
格
差 

■ 

画
一
的
な
教
育
が
義
務
教
育
を
崩
壊
さ
せ
る 

 

１
　
統
治
行
為
と
し
て
の
義
務
教
育
論 

 

２
　
科
学
と
専
門
性
に
も
と
づ
く
義
務
教
育
と
教
育
の
官
僚
制
　 

 

３
　
義
務
教
育
に
お
け
る
地
方
自
治
の
原
則 

 

４
　
学
校
か
ら
始
ま
り
学
校
と
と
も
に
進
む
改
革 

■ 

教
育
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
地
方
自
治
制
度
を
点
検
す
る 

 

１
　
説
明
責
任
能
力
を
問
わ
れ
る
教
育
委
員
会 

 
２
　
レ
イ
マ
ン
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
教
育
委
員
会 

 
３
　
執
行
機
関
と
し
て
の
教
育
委
員
会 
 

４
　
教
育
委
員
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン 
 

５
　
教
育
委
員
会
の
建
て
直
し 

 

６
　
教
育
委
員
の
人
選
で
問
わ
れ
る
首
長
と
議
会
の
見
識 

 

７
　
可
能
な
教
育
委
員
会
改
革
は
た
だ
ち
に
実
践
を 

 

８
　
教
育
の
分
野
か
ら
地
方
自
治
制
度
の
見
直
し
を 

■ 

国
庫
負
担
の
削
減
が
義
務
教
育
を
崩
壊
さ
せ
る 

 

１
　
義
務
教
育
は
公
共
投
資 

 

２
　
教
育
小
国
に
転
落 

 

３
　
財
政
当
局
の
論
理 

 

４
　
地
方
六
団
体
の
主
張 

 

５
　
義
務
教
育
の
崩
壊 

■ 

誰
の
た
め
の
教
育
改
革
か 

　 

―
教
育
の
管
理
的
・
市
場
的
統
制
と
格
差
社
会
の
再
生
産
― 

 

１
　
改
革
が
も
た
ら
す
義
務
教
育
の
危
機 

 

２
　
小
泉
政
権
・
安
倍
政
権
が
進
め
た
危
険
な
改
革 

 

３
　
危
険
な
教
育
基
本
法
・
教
育
三
法
の
「
改
正
」（
改
悪
） 

 

４
　
学
校
選
択
制
が
つ
く
り
だ
す
教
育
格
差
と
「
格
差
社
会
」
の
再
生
産 

 

５
　
教
育
実
践
の
歪
み
と
質
的
低
下
を
招
く
成
果
主
義
・
査
察
主
義 

 

６
　
こ
れ
か
ら
の
教
育
改
革
・
教
育
改
善
努
力
の
準
則
と
指
針 

 

【
も
く
じ
】 

 

今、義務教育が危ない！ 
―国民のライフラインを守ろう― 


